
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

セットアップ準備 

パソコンのディスクドラ

イブにポセイドンの CD-

ROM を挿入します。 

セットアップツールが自動起動しない場

合、CD-ROM を開いて setup.exe を実行

してくだい。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

セットアップ開始 

次へのボタンをクリックしてください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ソフトウエア使用承諾書を一読し、内容に同

意してくだい。次へのボタンをクリックして

ください。 

ユーザ名を入力してください。次へのボタン

をクリックしてください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

標準ボタンをクリックしてください。 

インストールボタンをクリックしてくださ

い。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

インストール中 

インストール中です。完了メッセージが

通知されるまでしばらくお待ちくださ

い。 

ACCESS ランタイムインストール中 

ポセイドンのインストール中 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

OK ボタンをクリックしてください。 

OK ボタンをクリックしてください。 

セットアップ完了です。 

運用をはじめる前に 

日々の運用をはじめる前に、システムの

設定が必要です。次のページにお進みく

ださい。 

ポセイドンを起動してください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ソフトが起動しない場合 

プロファイルシリーズのソフトウエアは、マイクロソフ

トのアクセスランタイムで動作します。 

マイクロソフトのオフィス２０１０バージョン以降がパ

ソコンにインストールされている場合、アクセスランタ

イムが自動インストールされず、プロファイルシリーズ

のソフトウエアが起動しない場合があります。 

この場合、プロファイルシリーズのＣＤの中にあるアク

セスランタイムインストーラーを手動で実行し、アクセ

スランタイムをインストールして、プロファイルシリー

ズのソフトウエアを起動してください。 

プロファイルシリーズのソフトウエアが

起動しない場合にお読みください。 

CD-ROM内内内内のののの Filesフォルダフォルダフォルダフォルダ 

CD-ROM 内の Files フォルダを開いてください。

AccessRuntime.exe を実行してください。 

次のページのインストール手順を参照してください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

AcccessRuntime のインストール 

プロファイルシリーズのソフトウエアが

起動しない場合にお読みください。 

同意をチェックして次をクリックしてください。 

プロファイルシリーズのソフ

トウエアを起動して、次のプ

ロダクトキーの登録ステップ

にお進みください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プロダクトキーの登録 

ソフトパッケージに

プロダクトキーがあ

ります。プロダクト

キーを登録すること

で、ソフトウエアの

操作が可能となりま

す。 

プロダクトキー：PF***-8D*** -J2*** -NNNNN-P0*** 

プロダクトキーを入力して、認証ボタンをクリ

ックしてください。 

プロダクトキーが認証されまし

た。OK ボタンをクリックしてく

ださい。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

データベースの連結 

プロダクトキーが認証されると、

「データベースがリンクされてい

ません。」というメッセージが通

知されます。OK ボタンをクリッ

クしてください。データベースの

連結は、データ保存先を決定する

ための操作です。 

マスタ保守ボタンをクリックして

ください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ユーティリティボタンをクリック

してください。 

データベース連結ボタンをダブル

クリックしてください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

OK ボタンをクリックしてください。 

Cドライブの Poseidon フォル
ダを選択してください。 

PoseidonDB.mdbをク
リックしてください。 

PoseidonDB データベースの連結

処理が実行されます。 

ご注意：DB ファイルと WB ファイルがありますので、間違

えないように選択してください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

OK ボタンをクリックしてください。 

Cドライブの Poseidon フォル
ダを選択してください。 

PoseidonWB.mdbをク
リックしてください。 

原価データは、PoseidonDB.mdb と PoseidonWB.mdb に保存

します。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レポート初期設定 

レポート初期設定ボタンをダブルク

リックしてください。 

OK ボタンをクリックしてください。 

レポート初期設定は、パソコンの通常プリンタに余白など

の情報を自動調整する操作です。約 40 種類の印刷様式を調

整するので、処理時間は数分かかります。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本マスタの登録 

基本マスタをクリックしてくださ

い。 

会社名称、西暦、和暦年号、和暦年度、期間を入力してく

ださい。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発注マスタの登録 

発注マスタをクリックしてくださ

い。 

主な発注者を入力してください。運用しながら追加できま

すので、現在契約中の発注者だけでいいです。自社の一般

管理費などを管理する場合、001 に自社を入力しておくと

運用がスムーズです。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取引マスタの登録 

取引マスタをクリックしてくださ

い。 

必ず、はじめに自社を登録してください。そのとき、自社

チェックをオンにしてください。 

他社は、作業日報入力で学習できますので、今の段階で入

力しなくても問題ありません。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社員マスタの登録 

社員マスタをクリックしてくださ

い。 

現場で働く全社員を入力してください。氏名と単価は必須

です。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テスト運用してみよう 

実際の工事で運用する前に、テスト運用

してみましょう。 

工事、実行予算・作業日報、出来高を編

集し、主要な原価資料を印刷するところ

までナビゲートします。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

工事台帳の編集 

・ 発注者入力エリアに「テスト発注者」を入力してください。

学習機能が動作するので、適当な番号に登録してください。

「テスト発注者」は、発注マスタに学習されました。 

・ 工事名エリアに「テスト工事」を入力してください。 

・ 着工年月日、完成年月日に日付を入力してください。カレン

ダー機能を利用すると入力がスムーズです。 

・ 現場代理人入力エリアに「テスト代理人」、主任技術者入力

エリアに「テスト技術者」、担当者エリアに「テスト担当

者」と入力してください。 

・ 初回工事価格エリアに、1,000,000 円を入力してください。 

・ 登録ボタンをクリックしてください。 

・ これで工事台帳の編集は終わりです。ご不明な点がありまし

たら、後で操作マニュアルを参照してださい。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実行予算の編集 

工事名リストから「テスト工事」を選択してく

ださい。 

着工月から完成月の間に、予定の進捗率を入力し

てください。出来高に影響する項目です。出来高

管理しない場合、未設定でも OK です。 

・ 工種エリアに「工事費」を入力してください。

「工事費」が工種マスタに学習されました。 

・ 細目エリアに「土工一式」を入力してください。

「土工一式」が細目マスタに学習されました。 

・ 数量エリアに「１」を入力してください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 材料費エリアに、200,000 円を入力してください。 

・ 労務費エリアに、200,000 円を入力してください。 

・ 外注費エリアに、200,000 円を入力してください。 

・ 経費１エリアに、200,000 円を入力してください。 

・ 経費２エリアに、200,000 円を入力してください。 

・ 登録ボタンをクリックしてください。 

・ これで実行予算の編集は終わりです。ご不明な点がありま

したら、後で操作マニュアルを参照してださい。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作業日報の編集 

工事名リストから「テスト工事」を選択してく

ださい。 

本日ボタンで日付を入力してください。カレン

ダーボタンでも日付入力はできます。 

作業内容ボタンをクリックしてください。 

工種リストから「工事費」を選択してくださ

い。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

細目リストから「土工一式」を選択してくださ

い。 

原区リストから材料費を選択します。計上する

費用に応じて、材料費、労務費、外注費、経費

１、経費２を選択できます。経費１、経費２は

原区マスタで名称変更できます。詳しくは操作

マニュアルを参照してください。 

・ 企業名エリアに「△△商事」を入力してください。取引

先マスタに「△△商事」が学習されました。 

・ 摘要エリアに「塩化ビニール管」を入力してください。 

・ 数量エリアに「１」を入力してください。 

・ 単位に「本」を入力してください。商品マスタと単位マ

スタに学習されました。 

・ 学習された情報は、次回から選択可能になります。実際

の運用時では、システムが学習しながら使いやすくなっ

ていきます。 

・ 登録ボタンをクリックしてください。 

・ これで作業日報の編集は終わりです。ご不明な点があり

ましたら、後で操作マニュアルを参照してださい。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出来高の編集 

工事名リストから「テスト工事」を選択してく

ださい。 

本日ボタンで日付を入力してください。カレン

ダーボタンでも日付入力はできます。 

工事費、土工一式の出来高数量に「0.1」を入力して

ください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料作成 

テスト工事を題材にした工事台帳、実行予算、作業日

報、出来高の入力結果を資料作成で確認できます。様々

な印刷様式を選んで印刷プレビューで確認してみてくだ

さい。 

これで、テスト運用のナビゲーションを終了します。細

かな操作については、操作マニュアルを一読いてくださ

い。最後までお付き合いいただき、ありがとうございま

した。 


